
 

 

 

 

 

 

 

 

１２月１０日（木）に、ＰＴＡ研修会及び湯沢雄勝地域障害福祉サービス事業所説明会が行われました。 

第１部の「ＰＴＡ研修会」では、卒業生の保護者３名をお招きし、卒業生の皆さんの卒業後の生活につ

いてお話を伺いました。実習から就労やサービス利用に至るまでの流れや、現状の課題などについてもお

話いただきました。第２部の「福祉サービス事業所合同説明会」では、湯沢雄勝圏域内の１６事業所に御

参加いただきました。各事業所に気軽に相談できる機会であるとともに、提供サービスの変更や、新規事

業所の開設など、圏域の事業所の動向を知ることができる良い機会となりました。 

第 1部 PTA研修会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 第 2部 障害福祉サービス事業所合同説明会 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

参加いただいた事業所は、次の通りです。御協力ありがとうございました。 

 

   

 

稲川支援学校進路だより 令和２年度 第７号 

令和２年１２月２５日 

秋田県立稲川支援学校 

進 路 指 導 部  発 行 

参加者は、「一般就労」、「就労継続支援Ｂ型」、

「生活介護」の３つのブースの中から２つ選び、

話を聞きました。 

 「卒業後の生活のイメージがもてた」との感

想が多く聞かれました。 

障害者就業・生活支援センターぱあとなあ、やまばと園、ぱあとなあ、かざぐるま、愛光園、 

松風、ひばり野園、皆瀬更生園、ワークセンターゆざわ、偕行塾、ひだまり、羽後のうさん、 

すみれ、ポリッシュ、ビスコーサ、あきたアグリネット 

 



を開催しました

 

 

 

 

１２月１３日（日）、生涯学習支援を行っているリード学舎と共催で「青年学級 in TABIJI（たびじ）」

を行いました。これは、生涯学習を地域の中で行おうというねらいのもと、昨年度から行っているもので

す。今回は、湯沢文化交流センターを会場に行いました。 

この日は今年度唯一の青年学級ということで、開催をとても楽しみにしてくれていた１３名の参加者の

皆さん。様々な活動の中から、好きな活動を選び、楽しんでいました。本校卒業生の他、地域の方の参加

もあり、良い交流の場にもなっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湯沢市文化財保護室の協力を得て、県の指定文
化財の「東福市村上出土の土偶」をモデルに、粘土
で土偶作りをしました。最後は金箔を貼って完成。ケ
ースに入れて持ち帰りました。 

一級技能士の阿部さんの御指導のもと、
墨で来年の干支の牛を描きました。墨の濃淡
で模様を描き分け、素敵な年賀状が出来上
がりました。 

タブレットやスマートフォンを操作してゲームをし
ました。２チームに分かれて対戦し、上位入賞者には
商品もありました。 

秋田県生涯学習センターの皆さんに教え
てもらいながら、行いました。大逆転のスーパ
ーショットも出て、大いに盛り上がりました。


